
 

 

平成２７年度研究ステーション研究成果報告書 

 

 

１．研究ステーション名          ナノトライボロジー研究ステーション             

   研究代表者名（所属部局・職・氏名）  共通教育部・教授・佐々木成朗        

 

２．研究組織(今年度関わった全ての構成員を記してください。) 

 ＜学内構成員＞ 

  電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部    教授 佐々木 成朗 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻  教授 田中 勝己 

  電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻  教授 中村 淳 

  電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部    教授 鈴木 勝 

  電気通信大学 大学院情報理工学研究科 先進理工学専攻  助教 谷口 淳子 

＜学外構成員＞ 

  愛知教育大学 教育学部 自然科学系                     教授 三浦 浩治 

  東京大学生産技術研究所                                 教授， 

同    マイクロナノメカトロニクス国際研究センター長  藤田 博之 

東京大学生産技術研究所                                 教授 川勝 英樹 

   

３．平成２７年度の研究の特筆すべき成果 

ナノトライボロジー研究ステーションにおけるグループ間の共同研究により、以下の特筆

すべき成果を上げた。 

1) 層状物質界面におけるエネルギー散逸過程を動的に追跡する新たな測定手法トライボフォ

ノンスペクトロスコピー（TRS）を提案した。QCM で MHz オーダーで水平振動する二硫

化モリブデン界面に原子間力顕微鏡探針を接触させた時、QCM の振幅の逆数と散逸エネル

ギーとの関係が表面フォノンの分散関係に類似する事を見出した。[Phys. Rev. B 93, 

201401(R) (2016)]. 

 

４．平成２７年度の研究成果の公表実績 

＜主催した研究会・シンポジウム＞ 

平成 27 年度も、昨年度に引き続き、他大や学会との共催シンポジウムを開催し、電通

大をナノトライボロジーの研究拠点にするための基礎固めを行った。またこれらを、

文部科学省科学研究費補助金「新学術領域研究（研究領域提案型）」平成 26～30 年度 

「π造形科学：電子と構造のダイナミズム制御による新機能創出」の協賛として、異

分野の研究者にも広く周知する工夫を行った。 

1) 2015 年 6 月 17 日：  国際会議 2015 JSME-IIP/ASME-ISPS Joint Conference on 

Micromechatronics (MIPE2015), におけるシンポジウム “Simulation of Nanoscale 

Phenomena”（於 神戸国際会議場）の実行委員（佐々木）を務めた。 

2) 2015 年 9 月 16 日 – 20 日： 東京理科大で開催された摩擦の国際会議 ITC2015 の実行

委員（松川、佐々木）を務めた。 



 

 

3) 2015 年 9 月 14 日 – 15 日： 東大地震研で開催された摩擦の国際会議 ITC2015 のサテ

ライトシンポジウム International Meeting of Friction - from atomic to geophysical scales - の実

行委員（松川、三浦、佐々木、鈴木）を務めた。 

4) 2015 年 12 月 1 日： (社)日本表面科学会 第 35 回表面科学学術講演会「摩擦の科学」

研究部会シンポジウム「熱と摩擦」（於 つくば国際会議場）を開催した。50 名以上

の参加者があった。オーガナイザーは三浦（愛教大）、佐々木（電通大）。 

5) 2016 年 3 月 14 日： 本学ナノトライボロジー研究ステーションと、東京理科大学ウォ

ーターフロンティアサイエンス研究部門、同ナノカーボン研究部門との共催で、学部

生以上の若手を中心とする合同若手研究会「- 表面・界面現象の新展開：吸着・物質

移動・エネルギー散逸 -」を東京理科大学森戸記念館にて開催した。参加者は学生 52

名，教員・ポスドク 24 名，その他（企業の 2 名を含む）4 名，合計 80 名と盛況であ

った。 

＜研究成果の発信状況＞ 

6) 2015 年 5 月： (社) 日本表面科学会誌「表面科学」の特集号「エネルギー散逸と摩擦

の制御」（表面科学 36 巻 2015 年 5 月号）を企画編集した。企画提案は三浦（愛教大）、

編集担当は佐々木（電通大） 

7) 2015 年 10 月： 佐々木（電通大）は、ブルーバックス「すごいぞ！身の回りの表面科

学」の第四章「摩擦の表面科学」の編集および執筆に関わり、広く一般向けにナノト

ライボロジーの解説を行った。松川（青学大）、三浦（愛教大）にも執筆を依頼した。 

 

５．外部資金の獲得状況（科研費） 

当研究ステーション全体の活動に対して、平成 28 年度の国立大学運営費交付金の他、各

構成員が下記の科研費を取得した。 

＜平成 28 年度概算要求 国立大学運営費交付金＞ 

平成 28 年度概算要求 国立大学運営費交付金（機能強化経費「機能強化促進分」) に

おいて、戦略 3：「『光る』研究（オプティクス分野）で、最先端研究拠点を形成」の

もと、新規プロジェクト「光技術を生かしたナノトライボロジー国際研究拠点の構築」

（学内責任者：佐々木）が認められた。 

＜科研費＞ 

1) 科研費（新学術領域研究(研究領域提案型） 日本学術振興会 

「π造形分子機械のナノ力学」 

佐々木成朗 直接経費 7,900,000 円・間接経費 2,370,000 円. 

2) 科研費（基盤研究(A)） 日本学術振興会. 

「MEM 液体セルによる液中現象の透過電子顕微鏡その場観察」 

藤田博之 直接経費 9,200,000 円・間接経費 2,760,000 円. 

3) 科研費（基盤研究(B)） 日本学術振興会. 

「グラフェンの湾曲を用いるフラーレン分子ベアリングの超潤滑制御」 

佐々木成朗 直接経費 700,000 円・間接経費 210,000 円. 

4) 科研費（基盤研究(C)） 日本学術振興会. 

「エネルギー散逸像とトポ像の同時測定による動摩擦機構の解明」 



 

 

鈴木勝 直接経費 1,000,000 円・間接経費 300,000 円. 

5) 科研費（基盤研究(C)） 日本学術振興会. 

「摩擦の物理」 

松川宏 直接経費 900,000 円・間接経費 270,000 円. 

6) 科研費（基盤研究(C)） 日本学術振興会. 

「ナノ細孔中 4He を用いた１次元特有の動的な超流動応答の実験的解明」 

谷口淳子 直接経費 1,000,000 円・間接経費 300,000 円. 

 

６．今後の研究発展 

平成 28 年度概算要求 国立大学運営費交付金（機能強化経費「機能強化促進分」) に

おける、戦略 3：「『光る』研究（オプティクス分野）で、最先端研究拠点を形成」の

もと、新規プロジェクト「光技術を生かしたナノトライボロジー国際研究拠点の構築」

に基づいて、下記のグローバルネットワークの構築と同時に国内ネットワークの拡張・

強化に務める。 

＜グローバルネットワークの構築＞ 

H26 年度に引き続き、ヨーロッパ最大のナノトライボロジー研究プロジェクト COST

との国際人材交流を通して国外ネットワークを形成して、情報の交換、共同研究を目指

す。そのため、日独二国間交流などのプロジェクト申請を計画しており、窓口である

Dienwiebel 博士（Karlsruhe Institute of Technology, Microtribology Center, グループリーダ

ー）と継続的に連絡を行い、計画のすり合わせとブレーンストーミングを継続している。 

＜国内ネットワークの拡張・強化＞ 

現在、我が国の大学・研究機関には「ナノトライボロジー」を直接冠した専門の研究組

織が存在せず、複数のグループをまとめる中心となる強い牽引力、リーダーシップをもっ

てナノトライボロジーの研究が推進されていない。そこで、現在のステーションメンバ

ー間の協働研究体制をコアとして、更に国内の別の大学・公的研究機関の研究者との共

同研究体制を新たに構築し、ステーション内の国内ネットワークを拡張、強化する。こ

れらの共同研究体制にもとづいて、世界に先駆けた摩擦現象の素過程（エネルギー散逸、

真実接触部の動力学）の解明、及び比類なき省エネルギーシステムの提案を目指す。 

＜学会活動の先導＞ 

電気通信大学ナノトライボロジ―研究ステーションとして、東京理科大学と共同で国

際セミナーを開催し、国内外のネットワークを広げる。日本表面科学会摩擦の科学研究

部会で 12 月の表面科学学術講演会において、「粘弾性と摩擦」をテーマに部会シンポジ

ウムを開催する。 
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【新聞等広報】 

1） 佐々木成朗：「日刊工業新聞 第 29 面」2015 年 7 月 16 日 “レーザー欄 摩擦分析が

カギ” 

 

【雑誌掲載】 

1） 谷口淳子：「１次元ナノ細孔中ヘリウムの超流動と朝永-ラッティンジャー液体的挙

動」最近の研究成果トピックス,  科研費 NEWS 2015  vol.3,  2016 年 2 月 10 日. 

      

【テレビ】 

1） 佐々木成朗，NHK 総合「マサカメ TV！」 出演: 2015 年 12 月 12 日（土）18:10～

18:42（本放送）、2015 年 12 月 18 日（金）2:20～2:52（再放送） 



 

 

 

【受賞】 

1） ITC Tokyo 2015 ”Poster Award for Young Tribologists” (2015 年 9 月 17 日),  

“Superlubricity of Fullerene Molecular Bearings”  

S. Imamura, K. Itoh, N. Itamura, M. Suzuki, K. Miura, N. Sasaki 

2） ITC Tokyo 2015 ”Poster Award for Young Tribologists” (2015 年 9 月 17 日)  

“Measurements of Nanoscale Dynamic Friction in a Low Temperatures”  

T. Oyamada, J. Taniguchi, M. Suzuki, N. Sasaki, M. Ishikawa, K. Miura 

3） 東京理科大学 – 電気通信大学 合同若手研究会 優秀ポスター講演賞（2016 年 3 月

14 日）,「フラーレン分子ベアリングの超潤滑の走査方向依存性」 

成田武史，今村祥，本橋雅章，板村賢明，三浦浩治，鈴木勝，佐々木成朗 

       


